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月 号  

民

生

委

員

の
紹

介

 

日

の

里

地

区

民

生

委

員

 

児

童

委

員

協

議

会

 

①

「
民

生

委

員

」
は 

「
児

童

委

員

」

 

民

生

委

員

は

民

生

委

員

法

に

よ

り

委

嘱

さ

れ

、
「

児

童

福

祉

法

」

で

、

あ

わ

せ

て

「

児

童

委

員

」

と

な

る

こ

と

が

定

め

ら

れ

て

い

ま

す

。

 

「

民

生

委

員

・

児

童

委

員

」

も

し

く

は

「

民

生

児

童

委

員

」

と

呼

ば

れ

ま

す

。

 

②

民

生

委

員

・
児

童

委

員

 

の
性

格

 

民

生

委

員

・

児

童

委

員

（

以

下

「

民

生

委

員

」
）
は

、
厚

生

労

働

大

臣

か

ら

委

嘱

さ

れ

ま

す

。

 

一

任

期

三

年

の

非

常

勤

・

特

別

職

の

地

方

公

務

員

で

す

。

 

市

、
社

会

福

祉

協

議

会

な

ど

行

政

と

連

携

し

て

地

域

福

祉

に

関

す

る

仕

事

を

お

こ

な

っ

て

い

ま

す

。

 

そ

の

本

質

は

地

域

福

祉

を

担

う

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

と

い

え

ま

す

。 

③

民

生

委

員

の
役

割

 

民

生

委

員

の

役

割

と

し

て

、
民

生

委

員

法

第

１

条

で

は
「

常

に

住

民

の

立

場

に

立

っ

て

相

談

に

応

じ

、

必

要

な

援

助

を

行

う

」

と

定

め

ら

れ

て

い

ま

す

。

 

民

生

委

員

は

、

 

●

自

ら

も

地

域

住

民

の
一

員

と

し
て 

●

住

民

の
立

場

に
立

っ
て 

●

生

活

上

の

課

題

を

抱

え

、
支

援

が

必

要

な

人

の

身

近

な

相

談

相

手

と

な

り 

●

福

祉

サ

ー

ビ

ス
等

の

情

報

の

提

供

、

ま

た

行

政

等

の

関

係

機

関

に

よ

る

支

援

へ
の
つ
な

ぎ

役

と
な

る 

と

い

う

こ

と

が

で

き

ま

す

。

 

④

人

権

・
人

格

の
尊

重

と

守

秘

義

務

 

民

生

委

員

活

動

は

、
市

民

の

皆

さ

ん

と

の

信

頼

関

係

を

基

礎

に

成

立

す

る

も

の

で

す

。

 

民

生

委

員

は

住

民

の
「

基

本

的

人

権

と

人

格

の

尊

重

」
「

守

秘

義

務

の

徹

底

」
を

常

に

心

が

け

て

い

ま

す

。

な

お

、

こ

の

こ

と

は

、

民

生

委

員

法

に

民

生

委

員

の

義

務

と

し

て

明

示

さ

れ

て

い

ま

す

。

 

福

祉

に

関

す

る

こ

と

で

、
困

っ

た

こ

と

が

あ

る

と

き

は

、
民

生

委

員

に

、

ご

連

絡

く

だ

さ

い

。

 

民

生

委

員

児

童

委

員

信

条

 

一

、
わ

た

く

し

た

ち

は

隣

人

愛

を

も

っ

て

社

会

福

祉

の

増

進

に

努

め

ま

す

 

一

、
わ

た

く

し

た

ち

は

常

に

地

域

社

会

の

実

情

を

把

握

す

る

こ

と

に

努

め

ま

す

。

 

一

、
わ

た

く

し

た

ち

は

誠

意

を

も

っ

て

あ

ら

ゆ

る

生

活

上

の

相

談

に

応

じ

自

立

の

援

助

に

努

め

ま

す

 
 

一

、

わ

た

く

し

た

ち

は

す

べ

て

の

人

々

と

協

力

し

 

明

朗

で

健

全

な

地

域

社

会

づ

く

り

に

つ

と

め

ま

す

 

一

、

わ

た

く

し

た

ち

は

常

に

公

正

を

旨

と

し

人

格

と

識

見

の

向

上

に

努

め

ま

す

 

 

民

生

委

員

児

童

委

員

信

条

 

一

、

わ

た

く

し

た

ち

は

隣

人

愛

を

も

っ

て

社

会

福

祉

の

増

進

に

努

め

ま

す

 

一

、

わ

た

く

し

た

ち

は

常

に

地

域

社

会

の

実

情

を

把

握

す

る

こ

と

に

努

め

ま

す

。

 

一

、

わ

た

く

し

た

ち

は

誠

意

を

も

っ

て

あ

ら

ゆ

る

生

活

上

の

相

談

に

応

じ

自

立

の

援

助

に

努

め

ま

す

 
 

一

、

わ

た

く

し

た

ち

は

す

べ

て

の

人

々

と

協

力

し

 

明

朗

で

健

全

な

地

域

社

会

づ

く

り

に

つ

と

め

ま

す

 

一

、

わ

た

く

し

た

ち

は

常

に

公

正

を

旨

と

し

人

格

と

識

見

の

向

上

に

努

め

ま

す

 

 


